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商工会は経営支援を通じて
事業者の未来に貢献する

「商工会は 行きます 聞きます 提案します」

2 県連通常総会 / 県青連総会 / 県女連総会

3 経営者の「モヤモヤ」相談室

4 未来を応援 / 商工会の福祉共済
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社 
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装

商工ニュース　読者アンケート
ご意見ご要望もこちらまで。ご協力ください。
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地
域
と
人
を
繋
ぐ
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
場

自
分
た
ち
の
得
意
な
こ
と
で〝
輪
之
内
町
〟に
人
を
集

め
よ
う
！　

と
い
う
こ
と
で
誕
生
し
た
３
つ
の
お
店

く
製
作
可
能
で
す
。

「
ハ
リ
ス
コ
ー
ト
輪
之
内
店
」

で
は
、
健
康
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た

色
と
り
ど
り
の
メ
ニ
ュ
ー
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
地
元
の
農
家

さ
ん
の
お
米
や
お
野
菜
、
窯
で

炊
い
た
あ
ん
こ
な
ど
、
こ
だ
わ
っ

て
作
ら
れ
て
い
る
食
品
を
お
料

理
に
落
と
し
込
ん
で
い
ま
す
。

「
輪
之
内
ド
ッ
グ
ラ
ン
ド
」

は
、
広
い
土
地
を
生
か
し
大
型
犬
か
ら
小

型
犬
ま
で
一
緒
に
遊
ん
で
い
た
だ
け
る

ド
ッ
グ
ラ
ン
と
し
て
、
愛
犬
家
の
お
客
様

に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
、
テ
ラ
ス
席

で
は
、
ワ
ン
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
食
事
を
楽

し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
施
設
で
働
く
ス
タ
ッ
フ

は
、
ほ
と
ん
ど
が
輪
之
内
町
在
住
で
、
微

力
で
す
が
雇
用
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
か
ら
一
年
。
そ
の
間
に
商
工

会
か
ら
販
路
開
拓
や
認
知
度
向
上
を
目
的

と
し
た
大
型
商
業
施
設
で
の
展
示
会
へ
の

出
展
を
提
案
さ
れ
、
出
展
に
必
要
な
ス
キ

ル
も
学
び
、
今
で
は
単
独
で
出
展
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
県
連
合
会

広
域
支
援
室
に
よ
る
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
・

記
者
発
表
や
専
門
家
派
遣
制
度
の
活
用
を

提
案
い
た
だ
き
、
プ
レ
ゼ
ン
資
料
作
り
・

手
法
な
ど
の
支
援
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
来
店
者
数
・
認
知
度
も

増
え
、
新
た
な
ニ
ー
ズ
の
発
見
や
今
後
の

取
組
み
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、「
地
域
と
人
を
繋
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
場
」
と
し
て
、
た
く
さ
ん
の
方
に

く
つ
ろ
ぎ
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、

そ
ん
な
施
設
に
し
た
い
で
す
。

当
社
は
、
岐
阜
県
安
八
郡
輪
之
内
町
に

あ
る
創
業
五
〇
年
、
主
に
外
壁
塗
装
・
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
を
手
掛
け
る（
同
）森
ル
ー

フ
建
装
で
す
。

輪
之
内
町
は
人
口
一
万
人
に
も
満
た
な

い
小
さ
な
町
で
す
が
、
穏
や
か
な
景
観
と

穏
や
か
な
空
気
が
魅
力
の
町
で
す
。
わ
た

し
た
ち
は
、
輪
之
内
町
も
輪
之
内
町
の
人

た
ち
も
大
好
き
で
す
。

こ
ん
な
良
い
町
な
の
に
、
働
き
口
が
限

ら
れ
、
若
い
世
代
が
よ
り
大
き
な
都
市
に

移
り
住
ん
で
し
ま
う
。
そ
れ
に
加
え
て
コ

ロ
ナ
禍
か
ら
始
ま
り
、
物
価
高
騰
や
人
手

不
足
問
題
、
価
格
競
争
の
激
化
が
続
き
、

こ
の
ま
ま
で
は
会
社
運
営
に
影
響
が
出
て

し
ま
う
と
考
え
、
他
社
と
の
差
別
化
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い

る
町
も
、
わ
が
社
も
ま
る
ご
と
Ｐ
Ｒ
し
て
、

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
３

つ
の
お
店
「
カ
ラ
ー
ズ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」

「
ハ
リ
ス
コ
ー
ト
輪
之
内
店
」「
輪
之
内

ド
ッ
グ
ラ
ン
ド
」
を
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
し
ま
し
た
。

「
カ
ラ
ー
ズ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
は
、
本

業
が
塗
装
業
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
塗
装

ま
で
で
き
る
Ｄ
Ｉ
Ｙ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、

家
具
か
ら
車
の
ラ
プ
タ
ー
塗
装
ま
で
幅
広
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県
連
合
会
で
は
、
五
月
二
十
八
日
（
水
）、

令
和
七
年
度
通
常
総
会
を
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

坂
井
田
良
道
会
長
は
日
頃
の
本
会
事
業

活
動
へ
の
協
力
に
対
す
る
謝
意
を
述
べ
、

『
物
価
の
高
騰
、
人
材
不
足
、
賃
金
引
き

上
げ
、
そ
れ
に
伴
う
価
格
転
嫁
の
必
要
性

な
ど
、
地
域
経
済
を
取
り
巻
く
環
境
は
ま

す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
中
で
、
商
工
会
は
「
経
営
支
援
を
通
じ

て
、
事
業
者
の
未
来
に
貢
献
す
る
」
と
い

う
理
念
の
も
と
、
岐
阜
県
の
「
小
規
模
事

業
者
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
応
援
補
助
金
」
等
を

活
用
し
、
経
営
体
質
の
強
化
を
後
押
し
す

る
な
ど
、
こ
う
し
た
補
助
金
を
通
じ
て
小

規
模
事
業
者
の
持
続
的
な
発
展
を
力
強
く

支
援
し
て
き
た
。
さ
ら
に
、
今
年
度
は
、

岐
阜
県
知
事
が
提
唱
す
る
「
働
い
て
も
ら

い
方
改
革
」
に
対
応
し
、
小
規
模
事
業
者

へ
の
補
助
金
活
用
を
通
じ
た
支
援
に
一
層
力

を
入
れ
て
い
く
』
と
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
永
年
、
商
工
会
の
発
展
に
特

に
功
績
の
あ
っ
た
商
工
会
長
に
贈
ら
れ
る

岐
阜
県
知
事
表
彰
、
並
び
に
令
和
六
年
度

商
工
会
加
入
推
進
運
動
に
功
績
の
あ
っ
た

商
工
会
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
ご
臨
席
頂
い
た
来
賓
四
名
よ
り

ご
祝
辞
を
賜
わ
り
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
令
和
六
年
度
事
業
報
告

書
、
一
般
会
計
収
支
決
算
書
、
特
別
会
計

収
支
決
算
書
、
岐
阜
県
商
工
会
連
合
会
定

款
の
改
正
（
案
）、
役
員
の
補
欠
選
任
が

上
程
さ
れ
、
四
議
案
と
も
原
案
ど
お
り
可

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

通
常
総
会
終
了
後
に
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
研
修
を

開
催
し
、
商
工

会
と
商
工
会
会

長
の
法
的
地
位

や
商
工
会
職
員

と
の
関
係
に
つ

い
て
再
確
認
を

図
り
ま
し
た
。

◆
被
表
彰
者

⃝

岐
阜
県
知
事
表
彰

　

中
津
川
北
商
工
会
長　

早
川
正
人

⃝

商
工
会
加
入
推
進
運
動
表
彰

　

東
白
川
村
商
工
会

　

白
川
村
商
工
会

◆
新
役
員

⃝

理
事　

牧
野
勲
平
（
県
青
連
会
長
）

（
敬
称
略
）

県
連
合
会
　
令
和
七
年
度 

通
常
総
会
を
開
催

表彰
▲

岐
阜
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会　
　
　
「
し
な
や
か
に
寄
り
添
い
つ
な
ぐ
未
来
へ
」

岐
阜
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会　
　
　
「
繋
ぐ
～
学
び
と
共
感
～
」

四
月
二
十
四
日（
木
）、
令
和

七
年
度
県
女
連
通
常
総
会
を
グ

ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
で
開
催

し
、
第
一
号
議
案
「
令
和
六
年

度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
、
貸

借
対
照
表
及
び
財
産
目
録
の
承

認
に
つ
い
て
」
か
ら
第
四
号
議

案
「
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選

任
に
つ
い
て
」
ま
で
原
案
ど
お

り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選

任
が
行
わ
れ
、
新
た
な
役
員
が

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

五
月
八
日（
木
）、
令
和
七
年

度
県
青
連
通
常
総
会
を
グ
ラ
ン

ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
で
開
催
し
、
第

一
号
議
案
「
令
和
六
年
度
事
業

報
告
、
収
支
決
算
、
貸
借
対
照

表
及
び
財
産
目
録
の
承
認
に
つ

い
て
」
か
ら
第
四
号
議
案
「
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
選
任
に
つ

い
て
」
ま
で
原
案
ど
お
り
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新

会
長
に
つ
き
ま
し
て
は
東
白
川

村
商
工
会
の
牧
野
勲
平
さ
ん
が

選
任
さ
れ
ま
し
た（
新
役
員
は

下
記
の
表
の
と
お
り
）。

▲牧野新会長

岐阜県商工会
青年部連合会

HP

令和7年度～令和8年度
役職名 氏 　 　 名 所属商工会
会　長 牧野　勲平 東白川村
副会長 名和　佑樹 笠 松 町
〃 細川　　進 養 老 町
〃 今井　隆介 白 川 町
〃 加藤　健二 恵那市恵南
〃 中村　龍也 下 呂
理　事 近藤　裕貴 岐 南 町
〃 馬渕　貴文 瑞 穂 市
〃 小野　圭一 垂 井 町
〃 上野　将房 七 宗 町
〃 美濃羽寛文 関 市 東
〃 林　　　克 中津川北
〃 中澤　弘樹 萩 原 町
〃 前坂　治臣 高 山 北
監　事 菱田健一郎 輪之内町
〃 三宅　悠介 恵那市恵南

令和7年度～令和8年度
役職名 氏 　 　 名 所属商工会
会　長 奥村　佳子 笠 松 町
副会長 吉田　澄子 海 津 市
〃 渡辺さゆり 七 宗 町
〃 熊倉あけみ 恵那市恵南
〃 川井　裕子 古 川 町

理　事 北川　鈴代 本 巣 市
〃 小川由起代 神 戸 町
〃 川上さとみ 大 垣 市
〃 山口　啓子 白 川 町
〃 安江　節子 中津川北
〃 山本　恵子 高 山 南
〃 今井　弥生 萩 原 町
監　事 河野　従子 山 県 市
〃 井手　雅子 郡 上 市

令和７年度
テーマ

令和７年度
テーマ

▲奥村会長

▲会長あいさつ

岐阜県商工会青年部連合会 役員岐阜県商工会女性部連合会 役員
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「値決めは経営」とは、京セラ創業者・稲盛和夫
氏の名言です。近年、物価高騰や賃上げの影響で価
格交渉・価格転嫁が注目されていますが「値決め」
は本来、経営者が常に取り組むべき最重要課題で
す。私自身も近年、最大33％の価格アップを実現し
ております。
今は中小企業庁の「価格交渉ハンドブック」や中
小機構の「価格転嫁検討ツール」など、行政による
支援も充実していますので、これらを踏まえたポイ
ントをお伝えします。

①原価の見える化
まずは自社の製品・商品・サービスの原価を「見
える化」しましょう。製品なら材料費や賃金・設備
費・外注費など、商品なら仕入高や店舗経費など、
サービスなら人件費や材料費・店舗経費など、項目
ごとに把握します。
原価管理システムが無くても大丈夫です。決算書
や元帳・請求書などからに原価をピックアップしま
す。エクセルや手書きで十分です。重要なのは価格
交渉の土台となる原価変動を「早く・大まかに」把
握することです。中小機構の「価格転嫁検討ツー
ル」を活用してもよいでしょう。そのうえで、交渉
に必要な部分を掘り下げていくと効率的です。

②顧客提供価値（＝利益）の価格化
意外と見落としがちなのが利益率です。例えば、
販売単価100円・原価90円・利益10円（利益率10％）
の製品が、物価高騰や賃上げのため原価が20円アッ
プして110円となった場合、単純にその20円だけ価
格転嫁して利益が10円に戻っても、利益率が8. 3％
（＝10円／120円）に下がってしまいます。

つまり、原価アップ分だけ価格転嫁しても利益率
が減ってしまうのです。それは前回お話しした、皆
さんの価値（＝顧客提供価値）が目減りするのと同じ
です。それはすごく悲しいことです。
よって原価アップ分だけでなく、利益率も意識し
ましょう。中小機構の別のツール「儲かる経営キヅ
ク君」で、原価増減や利益率のシミュレーションも

可能です。

③価格交渉の進め方
顧客ごとに価格交渉の作戦を考えます。まずは政
府が提供するフォーマットなどで書面にしてみま
しょう。交渉案は顧客の事情にも配慮して松（価格
転嫁＋利益率維持）・竹（価格転嫁＋利益率微減）・
梅（価格転嫁のみ）など複数パターン用意します。性
能・品質（過剰な場合）を下げるパターンもアリで
す。それらを踏まえた想定問答も考えます。必ずし
も全ての顧客に価格アップが通るわけではありませ
んが、根拠を示したり自社の状況を伝えたりなど、
顧客に「応じても良いな」と思ってもらえるような
「理由付け」がまずは大切です。ただ相手も人間で
す。理屈だけでなく感情にも訴えましょう。特に利
益率では先の「顧客提供価値」を皆さんがどれだけ
語れるかがキモとなります。十分に準備してから実
際の交渉を始めましょう。

④継続的な見直しと新規顧客開拓
今回の交渉が成立しても、物価や賃金の変動は今
後も続くでしょう。原価・利益管理を継続し、必要
に応じて再交渉しましょう。コスト削減や作業工程
の見直しも大切です。
なお特定の顧客への依存度が高い場合、中々進ま
ないことが多いです。新規顧客開拓も並行して進め
ることで、交渉力が強化されます。ある食品製造業
では大手スーパーの売上比率が高すぎて価格交渉が
難航したため、他の販路開拓や直接販売などビジネ
スモデルの転換を図っています。
世の中の変化は予測困難です。顧客や事業を継続

的に見直していくことが、企業を強くする原動力と
なります。「価格交渉ハンドブック」や「価格転嫁
検討ツール」は、各地の商工会や経営指導員に周知
されています。もし自社での対応に不安を感じたら、
遠慮なく最寄りの商工会に相談してみてください。

次回は【物事は「２度」創られる】です。お楽し
みに！

第３回
「値決め」は経営

価格交渉を成功させるために
価格交渉ガイドライン、価格転嫁検討ツール

経営者の
「モヤモヤ」相談室

藤井先生には、全12回シリーズで会員
事業者様のための経営に役立つ情報を
トピックスとして、連載していただきます。

株式会社ＡＣＣ
中小企業診断士　藤井 健太郎
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■  歴史をつなぐ小田巻やの抱える課題
　小田巻や鈴木酒店
は、創業130年の歴史
を持つ老舗の酒店で
す。4代目店主の鈴木
春海さんが創業からの
味を守り続け、国産小
麦や黒糖・北海道産小
豆など厳選した素材
を使用した「小田巻」

は、地元の方はもちろん遠方の方も買い求められる人
気商品です。また、酒販部門では蔵元直送の珍しいお
酒や珍味を取り扱い、お客様からの信頼もあります。

■ 生産能力の課題への取り組み
　「小田巻」は特徴である薄い生地の焼き上げから自
家製の餡を包み包装するところまで手作業で行われ、
夏は1日約100本、冬の催事を含む繫忙期には1日約
800本を製造販売されますが、店主の高齢化により大
量生産が難しく、注文が重なると断ることもあり売り
逃しが発生していました。
　これまでは品質維持のため作りたてで提供されてい
ましたが、製造数の変動が大きいことと生産能力の観
点から、品質を維持できる作り置きについて、専門家
派遣制度（経営・技術強化支援事業）を利用し、直接専

門家から作り置きの
方法について指導を
受けることができま
した。さらに、変動
する需要に対応でき
る体制づくりを検討
することで、将来の
方向性を固めました。

■ 経営計画策定
支援が軌道に乗り “これから” というときに店舗を
損傷する交通事故に巻き込まれ、店舗営業が難しくな
りました。そこで、損害賠償請求等について無料法律
相談を活用し、保険会社との調整に役立てました。ま
た、店舗のリニューアルオープンに向け強みの分析や
店舗コンセプトなどを見直し、専門家派遣制度（制度
改正等の課題解決環境整備事業）を活用した生産性を
向上させるための店舗改装に関する支援を行い、春海
さんと奥様、岐阜県商工会連合会及び商工会の３者で
面談を重ね新たな事業計画の策定ができました。この
先は、「小田
巻」をきっか
けとした売場
構成の工夫に
より酒販部門
の売上拡大に
も繋げること
を提案してい
ます。

■ 今後の展開
イートインやイベント開催が可能なスペースを確保
した店舗改装により、次へのステップである新商品の
開発にも取り組まれる春海さんを岐阜県商工会連合会
は多方面から支援を行い、事業のさらなる成長を後押
ししていきます。� （岐阜県商工会連合会）

人気の小田巻

小田巻や鈴木酒店
 加茂郡川辺町下川辺942-3
 0574-53-2373
 https://odamakiya.jp/

最新情報
（HP）

店舗外観

創業 130 年の老舗、課題解決に向けた伴走支援
未来を応援

小田巻や鈴木酒店

改装後イメージ図（準備中）


